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【要約】 

本書は、2008 年に出版されたものであり、21 世紀の教育改革問題や具 r－バル化などにつ

いて論じられている。学校教育で「身につけている能力・態度」で 6 割以上は、コンピュ

ータを活用する力や体力・運動能力、受験に役立つ学力などと回答している。しかし、人

間の生きるための基礎能力である、人間関係構築や社会生活に必要な常識を身につけられ

ていると回答している人は少なかった。そこで、文部科学省は「生きる力」を強化と総合

的な学習の両面から育成することを決めた。また、グローバル化に伴う高等教育におけ

る、基本理念なども紹介されている。本書は、幼児教育から高等教育まで扱われており、

各段階における課題や施策などを学ぶことが出来る。 

 

【感想】 

BFC では、関西学院初等部にて出張授業などを行っている。関わらせていただいているの

は、総合的な学習にあたる部分である。知識はもちろんのこと、生きる多衛野基礎能力な

ど両面を意識した授業にできればと思う。本書ではデータなども提示されている。その中

でも興味深かったものは、小中学生の平日の学習時間である。学習塾を除くと、小学生は

2 割以下なのに対して、中学生はほとんどしない人が 4 割を占めている。部活動なども始

まり、授業以外の活動時間が多くなる中学生だが、勉強の難易度も上がっていると思う。

つまり、自習が求められる。ここを解決する必要があるのではないだろうか。 


